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暴
露
さ
れ
た
パ
ナ
マ
文
書

を
見
て
「
国
家
に
と
っ
て
租

税
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題

に
思
い
当
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
大
富

豪
が
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を

使
っ
て
巨
額
の
税
逃
れ
を
し

て
い
る
結
果
、
ま
た
法
人
税

率
の
引
き
下
げ
競
争
を
し
て

い
る
結
果
、
各
国
は
財
政
難

に
陥
り
、
消
費
税
率
を
引
き

上
げ
、
社
会
福
祉
の
切
り
捨

て
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ
ン
は
相

当
ひ
ど
い
状
態
だ
。

　

さ
ら
に
ひ
ど
い
の
は
発
展

途
上
の
国
々
だ
。
多
国
籍
企

業
に
よ
る
国
境
を
越
え
た
企

業
活
動
が
途
上
国
の
富
と
資

源
を
奪
っ
て
い
る
。
更
に
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
や
大
富
豪
が

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を
使
っ

て
税
収
を
奪
っ
て
い
る
。
税

源
を
奪
わ
れ
た
結
果
発
展
途

上
国
で
は
、
十
分
な
社
会
福

祉
が
出
来
ず
幼
児
死
亡
率
が

増
加
し
て
い
る
。
日
本
に
お

い
て
も
国
民
生
活
の
苦
境
と

福
祉
政
策
の
後
退
が
顕
著

　

パ
ナ
マ
文
書
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｊ
（
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
連
合
）
が
５
月
10

日
に
全
世
界
に
向
け
て
公
表

だ
。

　

国
家
が
福
祉
政
策
を
す
る

た
め
に
は
税
収
が
必
要
な
の

だ
。
パ
ナ
マ
文
書
を
見
て

「
租
税
の
所
得
再
配
分
機

能
」
の
必
要
性
を
改
め
て
思

い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

働
い
て
い
る
。
同
法
律
事
務

所
は
オ
フ
シ
ョ
ア
（
注
１
）

に
21
万
社
の
ペ
ー
パ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
を
設
立
し
名
目
オ
ー

ナ
ー
を
提
供
し
た
（
以
上
Ｉ

Ｗ
Ｊ
〈
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
ダ
ン

ト
・
ウ
エ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
〉
に
よ
る
合
田
寛
氏
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）。

　

今
年
５
月
６
日
南
ド
イ
ツ

　

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
の
特

徴
は
お
お
む
ね
次
の
３
つ

だ
。

①
非
居
住
者
に
対
す
る
税
金

が
ゼ
ロ
か
、
名
目
的
な
金
額

②
秘
密
性
の
提
供

③
ゆ
る
い
法
規
制

　

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
と
い

う
言
葉
か
ら
は
①
の
税
逃
れ

だ
け
が
想
像
さ
れ
る
が
そ
れ

に
限
ら
な
い
。
規
制
を
か
い

く
ぐ
っ
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
引
き
起
こ
し
た
巨
額
の

投
機
や
、
オ
リ
ン
パ
ス
の
タ

ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を
使
っ
て

の
損
失
隠
し
が
行
わ
れ
て
き

た
。
ま
た
税
逃
れ
は
①
に
、

②
③
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
を

語
る
の
に
、
オ
フ
シ
ョ
ア
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。
パ

ナ
マ
文
書
に
あ
る
よ
う
に
ペ

ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
作
る

の
は
、
正
体
を
隠
し
そ
れ
に

よ
っ
て
税
の
規
制
や
そ
の
他

の
法
律
を
逃
れ
る
こ
と
が
目

　

２
０
１
３
年
に
米
国
上
院

の
委
員
会
が
ア
ッ
プ
ル
社
の

的
で
あ
る
。

　

オ
フ
シ
ョ
ア
は
国
の
法
律

や
規
制
が
届
か
な
い
地
域
を

指
す
。
た
だ
、
国
の
法
律
や

規
制
が
届
か
な
い
と
同
時

に
、
利
用
者
は
そ
こ
に
隠
し

て
い
る
企
業
や
財
産
に
関
し

て
、
所
有
権
が
確
保
さ
れ
、

安
全
に
管
理
で
き
、
常
時
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
状
態
に

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

こ
の
相
矛
盾
す
る
複
雑
な

構
造
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の

は
、
ビ
ッ
グ
４
と
い
わ
れ
る

巨
大
会
計
事
務
所
で
あ
り
、

モ
サ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
セ
カ
の

よ
う
な
巨
大
法
律
事
務
所
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
裏
で
最

も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る

の
は
巨
大
金
融
機
関
で
あ

る
。
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
へ

お
金
を
移
す
企
業
や
富
裕
層

は
必
ず
こ
れ
ら
３
者
の
お
世

話
に
な
る
こ
と
と
な
る
。

新
聞
は
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ウ
氏

の
声
明
を
発
表
し
た
。
世
界

中
で
起
き
て
い
る
格
差
の
拡

大
は
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
で

行
わ
れ
て
い
る
不
正
が
原
因

だ
と
し
て
い
る
（
Ｉ
Ｗ
Ｊ
は

独
自
に
翻
訳
し
て
公
開
し

た
）。
資
料
①
は
そ
の
抜
粋

で
あ
る
。

テ
ィ
ム
・
ク
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を

公
聴
会
に
召
喚
し
て
吊
し
上

げ
る
と
い
う
こ
と
が
起
き

た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る

ア
ッ
プ
ル
社
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
統
括
会
社
Ａ
と
販
社
Ｂ

を
設
立
し
、
オ
ラ
ン
ダ
に
導

管
会
社
Ｃ
（
注
２
）
を
設
立

し
て
お
く
。
本
社
は
知
的
財

産
権
等
の
無
形
固
定
資
産
を

Ａ
社
に
移
し
て
お
く
。
Ｂ
社

は
Ａ
社
に
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を

支
払
う
が
、
こ
れ
を
オ
ラ
ン

ダ
の
導
管
会
社
Ｃ
社
を
通
し

て
行
う
。
更
に
ア
イ
ル
ラ
ン

　

ジ
ョ
ン
・
ド
ウ
氏
の
告
発

の
声
明
文
を
読
み
返
し
て
み

る
と
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打

ち
破
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
の
力

し
か
な
い
と
し
て
い
る
点

だ
。
省
略
し
た
が
パ
ナ
マ
文

書
を
取
り
上
げ
て
く
れ
た
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｊ
や
南
ド
イ
ツ
新
聞
で

さ
え
全
面
的
に
は
信
頼
で
き

な
い
と
書
い
て
い
る
。

　

情
報
抑
制
が
か
つ
て
の
軍

事
力
行
使
に
変
わ
っ
て
支
配

の
手
段
と
な
っ
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ジ
ョ

ン
・
ド
ウ
氏
は
「
こ
の
よ
う

な
状
況
を
打
ち
破
る
の
は
デ

ジ
タ
ル
の
力
し
か
な
い
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
希
望
を
見
出

し
て
い
る
。
彼
は
内
部
告
発

者
へ
の
報
復
へ
の
恐
怖
に
打

ち
勝
っ
て
敢
え
て
行
動
を
起

こ
し
た
の
だ
。

注 

１　

「
オ
フ
シ
ョ
ア
」
と

は
海
岸
を
離
れ
た
沖
合
と

い
う
意
味
。
オ
ン
シ
ョ
ア

（
本
国
）
に
適
用
さ
れ
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
規
制
を

免
除
さ
れ
て
活
動
が
で
き

る
法
域
と
い
う
意
味
。

（
参
考
『
パ
ナ
マ
文
書
と

オ
フ
シ
ョ
ア
・
タ
ッ
ク
ス

ヘ
イ
ブ
ン
』
合
田
寛
著　

日
本
機
関
紙
セ
ン
タ
ー
）

注 

２　

導
管
会
社
Ｃ
：
Ｃ
社

に
は
外
国
か
ら
の
資
金
の

出
入
り
に
源
泉
税
が
か
か

ら
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府

は
自
国
で
設
立
さ
れ
る
会

社
が
こ
う
い
う
用
途
に
使

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
特
別
の
税
制
を
設
け

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
志
賀
櫻
著
『
タ
ッ
ク
ス

・
イ
ー
タ
ー
』
よ
り
）

参
考
資
料

１
）『
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

に
迫
る
』
合
田
寛
著　

新
日

本
出
版
社
、『
世
界
』
６
月

号
、『
週
刊
金
曜
日
』
５
月

20
日
号

２
）
故
志
賀
櫻
氏
の
著
作
で

あ
る
『
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ

ン
』、『
タ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
タ

ー
』
い
ず
れ
も
岩
波
新
書

ド
の
Ａ
社
は
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ

の
管
理
会
社
Ｄ
社
に
管
理
支

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
す

る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
す
ぐ
に
は

理
解
で
き
な
い
ほ
ど
の
複
雑

な
手
法
を
用
い
て
ア
ッ
プ
ル

社
は
税
負
担
を
免
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
手
法
で
租
税
回
避

し
て
い
る
の
は
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
、
ア
マ
ゾ
ン
、
グ
ー
グ

ル
等
判
明
し
て
い
る
だ
け
で

も
多
数
に
上
る
。
タ
ッ
ク
ス

ヘ
イ
ブ
ン
の
最
大
の
受
益
者

は
多
国
籍
企
業
な
の
だ
。

し
た
文
書
で
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ

イ
ブ
ン
の
実
態
を
暴
い
た
も

の
だ
。
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

が
国
民
の
生
活
に
ど
う
影
響

し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み

る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ド
ウ
（
い
わ
ば

名
無
し
の
権
兵
衛
）
と
名
乗

る
内
部
告
発
者
が
、
パ
ナ
マ

の
モ
サ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
セ
カ

と
い
う
法
律
事
務
所
の
内
部

資
料
を
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
と
南
ド
イ

ツ
新
聞
に
提
供
し
た
。
パ
ナ

マ
文
書
は
40
年
間
に
わ
た
る

１
１
５
０
万
件
の
膨
大
な
資

料
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
に
お

い
て
、
こ
れ
を
４
０
０
人
の

記
者
が
１
年
が
か
り
で
調
査

・
分
析
し
て
こ
の
た
び
公
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
は
２
０
１
３
年
に

入
手
し
た
オ
フ
シ
ョ
ア
・
リ

ー
ク
ス
の
内
容
も
併
せ
て
公

表
し
て
い
る
。

　

モ
サ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
セ
カ

は
世
界
で
第
４
位
の
規
模
の

法
律
事
務
所
で
、
42
か
国
で

事
業
所
を
設
け
４
０
０
人
が

パ
ナ
マ
文
書
と
国
民
の
生
活

税
理
士

斎
藤　

直
樹

経税部経税部
だよりだより
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回
避
手
法

回
避
手
法

（ジョン・ドウ氏　南ドイツ新聞に発表した声明抜粋）

・収入格差は我々すべてに世界規模で影響を及ぼす、今日における決
定的に重要な課題の一つである。収入格差の急速な拡大についての議
論は、政治家、学者、活動家達が何年間もさまざまな議論を巻き起こ
し、多くの講演、多くの統計学的分析、ほんの数回の小規模なデモと
時折ドキュメンタリー報道がなされてきたが、どれもほとんど成果を
上げられていない。そして急速な格差拡大の原因は？そしてなぜ今そ
うなのか？という疑問は残されたままだ。 
　「パナマ文書」はこの疑問に対し、強力な答えを提示している。そ
れは広範囲で深刻な不正が横行している事実だ。

・メディアの大半は、これまで現状の仕組みのなかでの合法と非合法
の区別のひどさに焦点を当ててきた。実際、合法とされるものに含ま
れるのが悪質過ぎるので、より厳しくすべきであることは間違いな
い。 
　しかし、この法律事務所、創業者、従業員が、くり返し、意図的に
世界規模で無数の法律に背いてきたという、もう一つの側面にも目を
向けるべきだ。彼らはしらを切るが、文書は彼らが詳細な知識に基づ
き意図的な不正行為を行っていたことを示している。

・明確な不正行為を暴露した正当な、内部または外部の告発者は、政
府の報復的訴追から絶対に免除されなくてはならない。悪事を暴いた
後に、米国やヨーロッパの内部告発者や活動家の人生が次々と破壊さ
れるにいたる様を、私は目にしてきた。

・米国では選挙で選出された政治家が資金集めのために大半の時間を
費やしていることは公然の秘密である。社会の他の階層と比較して、
租税回避動機が最も強いエリートに政治家が資金をせびる状況下で
は、有効な租税回避対策は実現することはない。

・しかし我々は安価で無限なデジタルデータ保存媒体と高速インター
ネット接続で、国境を越えることができる。はじめから終わり、開始
から世界規模のメディア配信までのつながりが容易になっている。次
の革命はデジタルの力でもたらされる。あるいはもう始まっているの
かもしれない。


